
地方から始める「空の移動革命」
～次世代モビリティを活用した豊かな地域社会～

三重県



Part1：現状と方向性
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１ アウトライン

日本列島のほぼ中央に位置し、人口約180万人。

大都市圏である愛知と大阪に挟まれており、北部は商工業が盛
んな地域である一方、南部は国立公園や世界遺産といった地域
資源が豊富。

県内には6つの有人離島あり。

位置と地勢

交通状況

新幹線も空港も無く、何事においても自他共に認める“中位県”

高速道路網は東西の都市圏との結節や県内縦断的に整備。
鉄道網は、名古屋や関西方面からの近鉄線、ＪＲ線を幹線とし、

その他ローカル路線が運行しているが、新幹線の駅はない。

また、空港もないため、愛知県や大阪府の空港を利用。

※空港と新幹線駅の両方が無いのは三重県含め３県のみ（三重県調べ）



２ それも三重県なんです。。。

ポテンシャルは高いんです

四日市コンビナート 伊勢神宮 鈴鹿サーキット 志摩スペイン村

真珠伊勢えび鳥羽水族館

丸山千枚田世界遺産熊野古道リアス式海岸と離島群南紀みかん
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松阪牛



特に都市部から物理的距離がある県の南部地域では過疎化・人口減少に
伴う問題が顕著
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３ 将来の課題山積

過疎化・人口減少に伴う地域存続の不安

生活利便性
低下

観光地への
移動制約

災害時
リスク増大

過疎地域や離島における交通インフ
ラ維持の懸念

観光地への物理的制約による入込
減の懸念

災害のインフラ断絶による孤立懸念

Society5.0気候変動 感染症対策 etc



次世代空モビリティを活用し、新たなビジネス実装を通じて地域の様々な課題を
解決し、地方の豊かさを活かした持続可能な社会の創出を目指す。

４ 活用展望

観光産業での

新たな価値の創出

1

離島・過疎地域など

生活不便地の利便性向上

産業の効率化・

災害時の緊急支援

2

3

新たなビジネス

6

6



５ 県一押しユースケース

ケース① 観光 ケース② 離島

空港と観光地を接続し、移動時間短縮によ
る入込客数と滞在時間の増加に。

本土と離島を接続。定期船を補完し、利
便性向上や緊急時対応を可能に。

移動の大幅短縮

距離66％減
時間68％減

新たな価値を付加

※想定例

物資搬送 生活移動 緊急対応

鳥羽市有人離島
7

7出典：国土地理院
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2020年3月に「空飛ぶクルマ」実用化に向けた独自のロードマップを作成。以降2年間、「空の移動
革命」実現に向けて強力かつ積極的に取組を推進。

６ 実用化への歩み



７ 関係者様との連携体制構築

事業者様

自治体

9協定締結先以外の皆様とも広く連携



Part2：事業者の皆様に対して



サポート① まずはここから

ニーズに応じたベストなルートを

実用化やその前段階の実証実験に適したフィールドをご提案。
地方だからこその人口の低密度地域や海沿い、山間部等が豊富。
事業者と地域それぞれのニーズを把握し、適切なルート創りをお手伝い。

1 対岸空港との接続による移動時間短縮の優位性

海岸沿い県内都市が一定間隔で立地

リアス式海岸は風光明媚なだけでなく接続可能性も大

2

3

大規模災害時の孤立懸念地域におけるインフラとして

山間部にもポテンシャルの高い観光地がまだまだ豊富4

5
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参考～県としての蓄積～

飛行ルート策定事業（R2） 移動需要創出事業（R3）

実証実験や実用化に適した場所、ルートを調査
（受託：中日本航空株式会社様）

初期ビジネスモデルの検討とオペレーション体制の整理・検討
（受託：日本航空株式会社様）

－開発初期ルート
－開発中期ルート
－実用化可能段階ルート

ルート
イメージ

①
拠
点
間
移
動
サ
ー
ビ
ス

②
周
遊
観
光
サ
ー
ビ
ス

A. 空港接続 B. 県内移動

C. 周遊観光（ホッピング）
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サポート② 自らを俯瞰して

将来につながる実施場所の選定

実証実験等に適したフィールド選定に取り組みます。
まだ不明な部分が多い状況の中、県内のリソースを持ち寄りながら、ふさわ
しい場所を共に模索します。

そのほか、場外離着陸場や公共用地、民間敷地など、幅広に検討。

明和町エアパーク構想

中部国際空港

伊勢湾

一例：

注：上記における空飛ぶクルマの実証実施が確約されているわけではありません。

構想予定地

鳥羽マリンターミナル
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津市伊勢湾ヘリポート

出典：国土地理院



サポート③ 陰に日向に

必要な手続き関係をサポート

ドローンや「空飛ぶクルマ」を飛行させるためには、多くの関係先
に対する届け出や調整が生じます。
煩雑かつ漏れが生じやすい諸調整・手続き関係が適切に進むようフォロー
するとともに、連携先となる事業者等、関係者との゛つなぎ゛を行います。

近隣住民

関係役所
漁業関係

連携先
船運航者

定期船・遊覧船

周辺観光施設
養殖漁業者

市の使用許可

海上保安庁

鳥羽市でのドローン飛行事例

関係事業者

14出典：国土地理院



サポート④ 県内関係者の期待大

地域受容性向上を通じた将来のスムーズな実装環境整備

空の活用には地域理解が不可欠。
活用メリットの普及、関係者での利活用方法の検討、実証実験の公開
などを通じた受容性の向上により、地域でスムーズに実装できる地盤整
備に取り組んでいます。

県内関係者による利活用検討 シンポジウムの開催 関係者を巻き込んだ実証実験

R4年度には関係者間での情報共有や一体的に取り組むための仕組みを検討。
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地域ニーズを知悉した県内市町との連携一体サポート

サポート⑤ そして何より

取組には地域ニーズの把握や地元関係者との調整など、
地域の状況を深く、そして隅々まで把握した市町村との連携が不可欠。
三重県では危機感と積極性を持った多くの市町と連携。地域ニーズの洗
い出しや各種サポートを一体となって実施しています。

取組への賛同や協力実績のある市町

明和町 御浜町鈴鹿市 南伊勢町鳥羽市 志摩市 熊野市伊勢市
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今後も継続的に深化・拡大



参考～市町における実証事例～

これまで、市町の協力を得ながらドローンやヘリコプターを使用した実証を実施

ドローンによるナビシステム検証
災害時のドローン情報収集確認

鳥羽市

離島へのドローン物流実証
ヘリコプターを活用した空飛ぶクルマ
飛行ルート検証、ビジネスモデル検証

ヘリコプターを活用した空飛ぶクルマ
ビジネスモデル検証

志摩市

鈴鹿市

ドローンを活用した産業利用検討

熊野市

ドローンを活用した産業利用検討

みどりの一里塚公園

南伊勢町

井内浦農村公園 鈴鹿サーキット

鳥羽マリンターミナル 間崎島 志摩スペイン村駐車場
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災害時を想定したUTM検証

志摩総合スポーツ公園



最後に 持続可能な社会をめざして

三重県ではビジネスフィールドの提供を通じて、

「空飛ぶクルマ」を活用した地域課題の解決を図り、

地方の特色を活かしながら

持続可能で都市部より豊かな社会の実現を

めざしています。

今後の三重県にご注目下さい。

三重県デジタル社会推進局デジタル事業推進課
Email:sougyo@pref.mie.lg.jp 18
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